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1　沿　　　　革

何億咋のむかし、現在の熊本市の大部分は・面の海底で、処々に小島が散在するに過ぎなかったと想像される

が、その後数次にわたる地表1二の大変動によって、次第に熊本平野が形成されるにともない、現在の出水・健'Eド

方面の砂礁層から湧きでる清例な泉をめぐって、縄文人・弥生人の衆落が完成されていった。

a耳紺封じを経て飛鳥時代に入り、大化の改新(645年)が行われると、託麻の三宅郡(今の出水地方)には、

肥後の匝府r詑麻府」が設けられ、宏41二な伽藍の国分寺の建立を見たが、これらを中心とした猟落が形づくられ

大きくなったものが、熊本市の始まりである。

奈良裾靖後の日本各地は、国力の大小によって、太・ト中・トとLJq等級に区別されていたが、肥後はそのこ

ろ農産物産出量で九州諸国申群を抜いており、廷暦l・,川=・ (‖-j (平安の初期)に至って、全l神i】でも優位の資格を

認められ「大「勘　に捕任した。,

この期に桐として、肥後に赴任した運蝣ft群私紀夏井.藤原保乱清原元輔等はいまも幾多の遺跡を留め
-> &さ5')

ているが、とくに後撰集の選者で、清少納言の父元輔と、平安期歌人「槍猿女j　との交遊の説話は有名であるo

南北朝50年間は、戦乱の11が相つぎ、熊本地方もしばしば叩営の場に利用されたo

長い戦乱のあと、天下が統　一されるや、肥後仝上の守護職は改めて菊池氏に委ねられ、　幸1政令の<M、は隈部

(現ffiの菊池市)の方に移ったO

降って、応仁の頃菊池の一一一放出tH一二:M秀信は、いまの熊本城東部の丘陵に千葉城(熊本城の始め)を構えたが、

次の鹿子木親員が、明応年間(1490年代)に、今の了柄JRの地に居城を移し、隈本城と称えた。ついで、城親冬と、

佐々成政のあとを承けて大正16年(1588年)JJII藤清it*〈入城するにおよんで、清11三は国府の"_二本木方isiから、寺

院、商家などを移転させて、城ド町の経′酎こ着手した。また、この清正は熊本の自然に、はじめて大規模な人為

のツルハシを振った武将で、河川、その他のt二木事業に残した功紙は大きく、熊本市が城卜町としての体裁を整

えてきたのは、このころからである。日本三名城の　つとうたわれる熊本城は、この清正が慶長6年から12年に

かけ、 7カ年の歳nを費して築城したものであるo (築城年については兜説もある)

細川氏時代は、光永9年細川忠利の入国によって始まるが、細川氏は自来大政奉迎のHに至るまで、 200有余

年問にわたって肥後熊本の政治を行った。この細川氏は、傑代名君和ついだが、そのうち、もっとも注目すべき

は、延享4年藩主となった8代重賢の政治であろう。このとき国政揚り、教学も大いに振興した。とくに潜校

川音習館」や、全国にさきがけて創設された医療ないし教育機関としての　律f春館」、薬草研究で有名な「蕃滋幽」

などは、本市が長く文教の府として全国に秀でた因となったo　また忠利のときに創建された水前寺(成趣園)は、

幽斉ゆかりの古今伝授の間とともに、いまも熊本市の観光資源の一一・つとなっているが、晩年を熊本に送った剣里

宮木武蔵の遺跡も、熊本が持つ誇りの・つといえよう。

明治再三7月に入って、廃藩置県の大詔が出されると、肥後には、熊本、人吉のI.県がおかれ、ついで同年ll

jl改めて熊本、八代の'.県となったO　ところが翌5年6月熊本県は、ふたたび白川県と改称され、翌々6年1月

には八代県が酪ll二されて、白川県に併合されたため、肥後全域は白川県の所轄となり、熊本市には県庁が設けら

れたo　これは明治9年l JJまで続いたが、同年2J-iさらに改めて熊本県と称せられるようになった。

このころ熊itsft封二は鎮台がおかれ、市内には洋学校と、西洋医学の熊本医学校ができて熊本車は城印可として

にぎわいを見せていたが、 9年の神風辿事件、翌IO年の西Ifcc)役と引き続き大きな戦禍に見まわれ、とくに西南

の役では、仝市街が鮭十と化してしまった。 2川=11月、 l周りが施行されるとこれまでの[熊本区」は、 「熊本市」



と改められたO

明治の初年から、九捕こおける政治・甘事の中心として、各種のIE用てが閏かれていた熊本市は、24年鉄道の開

通によって熊木駅が設けられ、また、30年代に入って市区改pll:_の大事業が行われ、中央部のl出願東兵場が-,砂トに

移されて新市街がtilIJ.J現するや、会社、I二場、商店その他施設が続々と軒を連ね、日清、a露の戦勝の意気も加わっ

て、明治の隆昌期を現出した。

大IF.10年、周辺lIカ町村を併合して大熊本市の基礎を囲め、私鉄菊池m重、熊本軌道、御船鉄道及び国鉄宮地

線の開通整備と並んでI3年には、市電の開通があり、更に上水道施設、二十三聯隊の移転等によって、いよいよ

近代郡市の面目を新たにすることになった。

しかし、昭和20年には空鍵を受けて全市の大半は瓦確と化したが、その後全市民の不断の努力によって、戦災、

水害等各種の苦難を克服し、今日の隆盛を見ることができたC

市制施行当時は、面械5.55krri、人目り-j2千余人を数えるにすぎなかったが、近代的都市機能の集積や・蝣&文3

年2月の飽託ヰ町との合併をはじめとする16次にわたる市域の拡大等により、今や、面械266.77km、人口66万

人を超えるまでに成長した.また、平成8年4Flに中核市へ移行し、名実ともに地方中核都市として着実な発展を

続けているO

現在は、九州新幹線や高速道路などの広域交通網をはじめ、情報通信網などの整備を促進するとともに、本市

のシンボルである熊本城の復元整備や中心市街地の再開発、副都心としての熊本駅周辺の再整備に取り組んでい

るほか、環境に負荷をかけない仕組みづくりとして、資源リサイクルや公共交通機関、自転車の利用促進、また、

水田や森林の保全等による地下水の保全などに努めているO

このように、本市では、九州の中央に位置する地理的特性を活かし、人、ものなど多様な交流を基調としなが

らまちの魅力と活力を鋸Il、日々の暮らしの中で全ての市比がしあわせを実感できるまちづくりに取り組んで

いる。

2　位置及び地勢

(1)位　　　置

●熊本市の位置

東ft 130*42'3g

-「



熊本市は、ほぼ九州の中心にィ、描!している。九蝣INの陸の大動脈川鹿児島本線の中間点は熊本駅であり、これより

豊肥本線、三角線が分岐し、 rll同～鹿児島を結ぶBI道3号と大分～長崎を結ぶ国道57 ㌢封ま本市で交差している。さ

らに本市を貫通する九州縦壬狛二-LI動車道もl一輝jから鹿児島・宮崎まで開通をみるなど、地理的に九州の中央にあって

交通の要衝的イ損鋸こあるQ

また、本市は、観光ji'iiからも別府～阿蘇～熊本～大章～雲仙～長崎を結ぶ九州の国際観光ルーつ-の中心地として

大きな役割を果たしている。

(2)地　　　勢

熊本市は県の中央部にあって有明海に面し、坪井川、白川、緑川の3水系の下流部に形成された、いわゆる熊本

平野の大部分を占めているo　また、阿蘇火山と金峰山系との接合地帯の士に位置する本市は数多くの山岳、丘陵、

大地、平野等によって四方を囲まれている。

市域の西北方は金峰山地、北部は台地、東部は遠く阿蘇山地に囲まれ、東方から西南にかけて開けている。

枇化部は金峰山系の急傾斜の山が範なる・方、中心部は阿蘇火LIjに源を発する自Jllと北方の鹿本郡界に流れを発

する坪井川・井芹川が市街を去.f流して西方の和明#tiに汀いでいるO

水源を水前寺・江津湖に発する流れは木Ll川は合して加勢川となり、本市の南部を流下している。これらの川は、

かんがい水として南部および西部-弓拝の、冊子を潤し、農作に大きな効用をもたらしている。

また、匹描iの海岸地帯は、大部分が十拓地で地形的な変化に乏しく、河口部の河床は白川、坪井川による阿蘇ヨ

ナ質土壌の送流により次第に上昇している0

3　市　域　の　変　遷

M.)~



4　人　　口
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(平城12 1主[ォ調)
(4)校区別人口及び世帯数

人　　　目
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1
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1*1川　　　　3,809

間　迎　　　　3,603
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(注)確定値による校区別人日は、災計【l]のため概数を掲擬した。

※!二iti来校K(ま日吉校掟より、郎党7<|-4月、桜木束絞[末より平成1 0''・-4f=こ分割される。
1)総数には「不詳」を含むが、各校附二は含まれない。
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